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医療・福祉・食品・健康 

変形性膝関節症のための装具の摩耗試験機に関する研究開発 

研究 

概要 

厚生労働省の補装具完成用部品の申請には、機械的な静的試験や動的試験並びに臨床試験など

装具部品に関する様々な試験データが必要になります。本研究では、変形性膝関節症のための装

具の摩耗試験機を JIS 規格に準拠して開発し、試験データを納品しました。 
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研究キーワード：膝装具 摩耗試験機 JIS 規格 厚生労働省 補装具完成用部品 

URL： http://researchmap.jp/g0000213043 
 

研究シーズの内容 

本研究は、株式会社佐喜眞義肢との共同研究で、変形性膝関節症の方のための膝装具の開発

にて装具のアーム形状のデザインを担当していたときに、厚生労働省の補装具完成用部品の申請

を通過させたいというご要望があり、試験機の制作を依頼され設計・制作をすることになりました。仕

様としては、装具のアーム部品単体の摩耗試験機とアセンブリした装具の耐久試験機の 2 種を開発

しました。いずれも試験振幅などは JIS 規格に準拠した形で試験をしております。この様に装具などの

試験機は、一般には販売されておらず、１から仕様を決め、設計制作する必要があります。 

 

   
図１ 膝装具         図２ 試験対象部品      図３  摩耗試験機 

 

   
図４ 膝装具の耐久試験機 

活用例・産業界へのアピールポイント 

義肢装具に関する試験機は、一般に市販されていない特殊な機械となりますので、ご要望がありま

したら、お気軽にご相談ください。 
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医療・福祉・食品・健康 

日本的な「和」を重視したスヌーズレン機器の開発 

研究 

概要 

発達障害児の精神鎮静のためにスヌーズレンを導入している施設が多くみられます。しかし、日本でのメ

ーカーが存在しないため、その機材の多くは輸入ものです。本研究では和のテイストを持つスヌーズレン機

器の開発とその評価手法について研究を進めております。 
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研究シーズの内容 

スヌーズレンは、1970 年代にオランダで Jan Hulsegge(ヤン・フルゼッヘ） and Ad Verheul（アド・

フェアフール）が開発し実践した多重感覚環境を示します。スヌーズレン(Snoezelen)の語源は、「ク

ンクン匂いを嗅ぐ」と言う意味のスヌッフェレン(Snuffelen)と「ウトウトする」と言う意味のドゥズレン

(Doezelen)が合わさった造語になります。当初は、重度知的障碍者の日常生活の質を高めるレクリ

エーション活動として取り組まれました。スヌーズレンの定義としては、「特別にデザインされた環境の

中で、コントロールされた多重感覚の刺激を通して幸福感を産出するものである。」とされています。 

本研究では、川越商工会議所の異業種交流会・KOEDO 会様と本学の産官学連携推進センター

ご協力のもと、共同研究テーマとして採択されました。研究内容としては、日本でスヌーズレンが始め

られたのは 1980 年代後半で、その後、主に知的障害や発達障害を持つ児童のために障害者施設

内でスヌーズレンルームが導入されています。このスヌーズレンで使用される機器は、オランダやイ

ギリスなどのメーカーが制作したものを輸入しているのが現状で、「機材が高額である。」「故障したと

きなどメンテナンスに時間や費用がかかる。」などの問題点が指摘されています。我々はこの問題点

を解決するために、KOEDO 会様の様々な業種の技術的要素を用いて、日本独自の文化に合った

スヌーズレンの機器の開発を進めております。現在、スヌーズレンに使用される代表的な機器である

「バブルチューブ」を中心に、新たなデザインの提案と制作を進めていくことにしております。 

 

    
図１ スヌーズレンルームの事例 （国立特別支援教育総合研究所） 

活用例・産業界へのアピールポイント 

現在、スヌーズレンルームを導入しているのは、知的障害や発達障害を対象とした施設が主です

が、今後は、認知症を持つ高齢者施設や大人の精神的疲労回復など我々の身近なところにスヌー

ズレンの考え方が入った「特別な部屋」の導入が進められると考えております。 
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